
備
前
焼
の
粋 

〜
作
品
に
垣
間
見
る
陶
工
の
魂
〜

日
本
の
宝
を
燈
す
文
化
祭

第 ８ 回

題
字
／
京
都
仏
画
研
究
所
　
代
表
絵
師 

大
里
宗
之 

氏
　
　
画
／
木
工
芸
家
　
林
鶴
山 

氏（
岡
山
県
無
形
文
化
財
）　
　
挿
絵
／
冨
永
洋 

氏

午
前
9
時
30
分
▼
午
後
4
時
30
分

4
月

22
日
土
観
覧
無
料

平
成
29
年

■ 

主
　
催
　
徹
林
山 

勝
福
寺

■ 

会
　
場
　
勝
福
寺
客
殿

　
　
　
　
　
　   （
岡
山
県
総
社
市
久
代
３
４
３
８
）

伝統を今に生かし、時代の一歩先へ

宗教法人 真言宗  御室派

徹林山勝福寺
■ 〒710-1201 岡山県総社市久代3438
■ TEL 0866-96-0615　■ FAX 0866-96-2233
■ ホームページ　http://www.geocities.jp/gikooh/

お寺の駐車場が満車の場合、総社市消防署「西出張所」西側の
駐車場を臨時駐車場としてお借りしています。そこから勝福寺までは
徒歩で約10分（500m）です。

総社市消防署西出張所｜総社市久代2635-1/Tel.0866-96-1196

臨時
駐車場の
ご案内

当
日
、お
茶
席
を

開
催
い
た
し
ま
す
。 

一
席 

三
〇
〇
円

お
茶
席
開
催
時
間

午
前
10
時
▼
午
後
３
時
ま
で

お
茶
席
開
催
時
間

「
備
前
焼
に
つい
て
」

備
前
焼
陶
芸
家

岡
山
県
重
要
無
形
文
化
財

松
井
與
之 
先
生

午
後
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
頃

定
員
約
70
名（
先
着
順
）

講
演
中
は
展
示
物
を
ご
覧
頂
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
下
さ
い
。

応
永
の
大
窯
時
代
に
作
ら
れ
た
鐡
環
付
の
種
壺
。

約
六
〇
〇
年
間
の
年
月
が

備
前
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。

桂
又
三
郎
は「
天
下
一の
名
品
」と
称
賛
。

無料

象水滴 金重陶陽（昭和７年頃）

種壺（室町初期）

総
社
駅

総社大橋

新総社大橋

エネオス
●

スズキ自動車
岡山総社納整センター

● ●

スーパーローソン

JA●

平川内科

あおいハイツ総社西小学校×
新本
郵便局
〶 消防署

486
54

高 

梁 

川

80

臨時駐車場

バス停「別所」

至高梁

至倉敷至玉島

至美袋

※総社大橋から勝福寺までは約5kmです。

180
溝口

勝福寺

演題 記
念
講
演 
（
予
定
）



次回の「寳燈展」は

「生け花と仏画展」 
を予定しております。

その他の
催しもの

■ 写経体験 （予定）
　  本堂において
　  一奉納 1,000円

■ 将棋コーナー
　 囲碁コーナー
　 （予定） 無　料

古備前管耳付水指
江戸初期
高18.5㎝ 口径13.1㎝ 胴径18.7㎝

茶盌
初代・藤原楽山（明治～大正期）

茶入
初代・藤原楽山（明治～大正期）

茶杓
金重陶陽（1896～1967）

鳳凰香炉
初代・大饗仁堂（1890～1954）

象耳円座花生
江戸中期
高22cm 口径13cm

宝珠香合 金重陶陽
大正期～昭和期

彩色備前 布袋香合 金重陶陽
昭和８～９年

般若心経宝瓶 石井不老
昭和初期

煎茶入 難波好陽
昭和期

水注 久本葛尾
明治期

水注 初代・大饗仁堂
大正期～昭和期

苫舟香炉 金重窯
明治～大正期

背
景
画
像
　
窯
道
具

灰匙 金重陶陽
大正後期 

瓢香筒
大正期

細
工
物
の
名
手
。

花
鳥
や
置
物
、手
造
り
宝
瓶
に
名
品
が
多
い
。

特
に
蛙
の
細
工
が
秀
で
て
お
り
、

「
蛙
仁
堂
」の
異
名
を
持
つ
。

備
前
焼
中
興
の
祖
。人
間
国
宝
。

桃
山
備
前
の
再
興
に
尽
力
し
、

そ
の
陶
技
と
眼
識
力
は
卓
越
。

銘「
小
太
刀
」

茶
器
の
作
陶
に
精
通
し
た
楽
山
。

こ
の
茶
入
は
胴
径
6.5㎝×

高
5.7㎝
と

小
振
り
な
が
ら
、

そ
の
堂
々
た
る
存
在
は
逸
品
。

食
塩
窯
を
考
案
し
、青
焼（
塩
焼
）に
成
功
。

茶
器
、香
炉
を
得
意
と
し
た
。

窯
を
密
閉
し
て
還
元
焼
成
さ
せ
、

酸
化
部
分
は
こ
の
よ
う
な

美
し
い
朱
色
と
な
る
。

第
八
回
　
勝
福
寺
寳
燈
展

　
　
　「
備
前
焼
の
粋
」の
開
催
に
寄
せ
て

　
日
本
の
伝
統
文
化
を
燈
し
た
い
と
始
ま
っ
た
勝
福
寺
寳
燈
展
も
、今
春
第
八

回
目
を
迎
え
ま
す
。日
本
に
は
世
界
に
誇
る
伝
統
文
化
が
数
多
く
存
し
ま
す
が
、

当
山
で
は
文
化
の
象
徴
で
あ
る「
茶
の
湯
」、「
煎
茶
」、「
生
け
花
」、「
御
香
」等
の

精
神
世
界
に
思
い
を
致
し
、そ
れ
ら
の
各
種
道
具
を
展
示
、観
覧
頂
い
て
お
り
ま

す
。卓
越
し
た
職
人
技
と
美
意
識
が
醸
す
工
芸
品
を
現
代
、そ
し
て
後
世
に
繋
げ

る
一
助
に
な
れ
ば
と
願
い
、文
化
全
般
の
並
々
な
ら
ぬ
重
要
性
を
提
唱
す
る
も

の
で
す
。

　
現
代
の
世
は
知
識
人
が
多
く
、物
質
的
に
は
大
変
恵
ま
れ
た
文
明
社
会
に
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、精
神
社
会
に
お
い
て
は
、智
慧
と
慈
悲
の
欠
如
が
一
因
と

な
り
、道
徳
心
が
問
わ
れ
て
久
し
い
の
も
ま
た
現
実
で
す
。生
活
環
境
も
著
し
く

多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、賢
者
に
習
っ
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
、道
は
自
然
と

正
し
い
方
向
へ
開
け
て
ま
い
り
ま
す
。私
達
の
生
活
環
境
は
十
人
十
色
で
す
が
、

流
れ
る
時
間
は
皆
平
等
で
す
。そ
の
一
瞬
一
瞬
の
過
ご
し
方
に
よ
っ
て
、様
々
な

価
値
観
、感
情
に
も
差
異
が
生
じ
ま
す
。私
達
は
目
先
の
欲
望
に
翻
弄
さ
れ
る
こ

と
な
く
、か
け
が
え
の
な
い
尊
い
人
生
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
達
は
野
に
咲
く
花
、森
の
空
気
や
水
辺
の
せ
せ
ら
ぎ
、優
し
い
香
り
、美
味

し
い
食
べ
物
、温
か
な
人
の
心
な
ど
に
接
す
る
こ
と
で
、不
思
議
と
五
感（
眼
・

耳
・
鼻
・
舌
・
身
）が
浄
化
さ
れ
た
よ
う
な
体
験
を
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ
こ
へ
、先
人
達
が
遺
し
た
生
活
の
智
慧
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、心
は
自

ず
と
活
性
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、今
回
は「
備
前
焼
」を
取
り
上
げ
ま
す
。備
前
焼
の
歴
史
を
紐
解
け
ば
、

平
安
末
期
の
須
恵
器
に
ま
で
繋
が
り
、室
町
初
期
の
応
永
年
間（
一
三
九
四―

一

四
二
七
）に
は
、多
く
の
陶
工
達
に
よ
り
種
壺
な
ど
の
農
具
が
作
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。そ
の
後
、花
瓶
、酒
壜
な
ど
様
々
な
生
活
道

具
へ
と
幅
を
広
げ
、天
正
年
間（
一
五
七
三―

一
五
九
二
）に
な
る
と「
工
人
始
め

て
茶
壺
を
造
る
、後
世
称
し
て
古
備
前
と
い
ふ
」（
明
治
期
刊
行
の
工
芸
資
料
）と

あ
る
よ
う
に
、自
然
生
成
に
富
ん
だ
味
わ
い
深
い
焼
き
物
は
著
名
な
武
将
達
の

庇
護
を
受
け
、隆
盛
を
極
め
ま
す
。時
代
の
静
動
と
共
に
、栄
枯
盛
衰
の
波
は
あ

る
も
の
の
、そ
の
焼
成
が
持
つ
素
朴
さ
に
、人
々
の
心
は
時
空
を
超
え
て
魅
了
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
生
活
空
間
に
、生
花
を
生
け
た
備
前
焼
の
花
入
が
一
つ
あ
る
だ
け
で

も
心
は
落
ち
着
き
ま
す
。良
い
道
具
は
人
の
心
を
育
み
、時
に
は
心
を
癒
や
し
、

心
の
資
質
ま
で
向
上
さ
せ
る
力
を
併
せ
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
本
展
で
は
備
前
焼
の
茶
具
類
と
細
工
物
を
中
心
に
、約
三
十
点
の
作
品
を
展

示
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。室
町
初
期
に
作
ら
れ
た
種
壺
、備
前
焼
中
興
の
祖
と

称
さ
れ
る
金
重
陶
陽
氏
の
茶
杓「
銘
・
小
太
刀
」は
、茶
の
湯
へ
込
め
た
氏
の
魂
が

見
て
取
れ
る
神
秘
的
な
逸
品
で
す
。

　
そ
し
て
、こ
の
度
は
備
前
焼
の
陶
芸
家
・
松
井
與
之
先
生（
岡
山
県
重
要
無
形

文
化
財
）を
講
師
に
お
迎
え
致
し
、「
備
前
焼
に
つ
い
て
」と
い
う
演
題
で
お
話
を

頂
く
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。お
席
に
限
り
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、ど
う
ぞ
、皆
様

の
ご
来
山
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、寳
燈
展
の
開
催
に
あ
た
り
、多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
勝
福
寺

檀
信
徒
並
び
に
、関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
合
　
掌

　
　
平
成
二
十
九
年
三
月

徹
林
山
勝
福
寺
　
住
職
　
江
原
　
義
空
拝

扇徳利
江戸期 

さ
か
び
ん

ち
ゃ
い
れ


